
描かれた三十六歌仙

三-'一六歌仙は､平安中期の公家で優れた学者･歌人であっ

た藤原公任(966-1041)が撰び､優れた歌人の代表として位

置づけられました｡また画題としてもしばしば取り上げられ､歌

仙絵と称されました｡歌仙絵は鎌倉時代より盛んに制作され、

額にして寺社に奉納することがたびたび行われています。

玉津島神社の三十六歌仙額は､奉納者が紀州藩初代藩

主･徳川頼宣公で､絵は藩お抱えの御絵師･狩野興甫が描い

ています｡また､歌仙の歌および名前を京都の公卿･門跡が筆

耕しています｡全国に残る歌仙絵の中でも特に優品と評価さ

れ､狂言｢歌仙｣の舞台にもなりました。

玉津島神社蔵の三十六歌仙額は､2015年に和歌山市指定

文化財に登録されました(現在は和歌山市立博物館で保管、

拝殿には複製を掲出)。

拝殿ご案内

拝殿は､紀j､ﾄ|初代藩主･徳川頼宜公御寄進で､舞殿(まいど

の)とも歌仙殿(三十六歌仙を飾ったため)ともいいます｡現在の

建物は約100年前に再建されたものです。

玉津島神社御神輿は､明和4年(1767年)､後桜町天皇の執

政関白近衛内前(このえうちさき)が､寄附･奉納したもので､京

都の神輿師桑嶋作右衛門の作によります。

奉納後､後桜町天皇は聖武天皇の故事にならい､春秋二時

に祭祀を斎行､その際この御神輿を用いられたことが記録され

ています｡2013年に県美術工芸品(工芸品)に指定されました。

扁額｢南無玉津嶋明神｣は戦国時代､能書家で知られた後奈

良天皇による御辰筆です｡それ以降も皇室は玉津島神社に直

筆の書や和歌を奉納しました(現在は和歌山市立博物館で保

管)。

石灯籠は､16枚の菊の御紋が入った霊元天皇奉納と徳川頼

宣公奉納のものが現存します。

拝殿右奥の｢聖武天皇詔｣の書額には､1300年前の行幸の際

に発せられた､和歌の浦と玉津島神社の縁起が明記されていま

す｡和歌1 l_1市出身の書家･松村博峰先生(青潮書道会理事長．

日展特選2回）による揮毫で､2022年に和歌の浦三社(玉津島

神社･和歌浦天満宮･紀州東照富)に同時奉納された作の1つ

です。

』

F萎唱

玉津島神社・醗竈神社

〒641-0025和歌lll県和歌山市和歌浦中3 -4-26

TEL. 073 - 444- 0472 (午前9時～午後5時）

http ://tamatsushi maj inj a.j p

議 鍵､

公式HP I nStagram

Tamatsushima-jinja Shrine
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ち
ゅ
う
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ゞ
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ん
あ
さ
た
だ
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逢
ふ
事
の

絶
え
て
し
な
く
は
中
し
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人
を
も
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も
怨
ざ
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ま
し

拾
遺
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歌
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（
恋
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）

兼
輔
朝
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（
か
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ぁ
そ
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の
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子
を
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中
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ち
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逢
ひ
見
て
の

後
の
心
に
く
ら
ぶ
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ば

昔
は
物
を
思
は
ざ
り
け
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拾
避
和
歌
集
１
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十
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、
七
一
○
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恋
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到
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Ⅱ
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の
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）
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斎
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ぐ
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に
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行
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で

琴
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に

山
地
暮
ら
し
つ
郭
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峰
の
松
風
通
ふ
ら
し

今
一
声
の
問
か
ま
ほ
し
さ
に

い
づ
れ
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を
よ
り
調
べ
そ
め
け
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拾
遺
和
歌
集
巻
一
一
、
一
○
六
（
夏
）
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拾
遺
和
歌
集
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八
、
四
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三
雑
上
）

画
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壬
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忠
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（
み
ぶ
の
た
だ
み
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晨
明
の

つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
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暁
許
う
き
物
は
な
し

古
今
和
歌
集
１
巻
十
三
、
六
二
五
（
恋
歌
三
）

＃

大
中
臣
頼
基
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（
菱
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か
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と
あ
そ
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一
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千
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詞
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Ｉ 藤
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重
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と
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古
今
和
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妙 大
伴
家
持
（
妻
と
も
の
ゃ
か
も
ち
）

春
の
野
に

あ
さ
る
雄
の
妻
恋
に

己
が
在
り
か
を
人
に
知
れ
つ
つ

掎
辿
和
歌
集
１
巻
一
、
二
天
春
）一

山
部
赤
人
零
ま
ぺ
の
あ
か
ひ
と
）

若
の
浦
に

潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
無
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葦
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を
さ
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鶴
鳴
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渡
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万
葉
集
‐
巻
六
、
九
一
九
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僧
正
遍
昭
（
そ
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よ
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へ
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た
ら
ち
め
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か
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と
て
し
も
む
ば
た
ま
の

我
が
黒
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を
撫
で
ず
や
有
け
ん

後
撰
和
歌
集
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十
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、
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風
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昭
卑
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た
え
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古
今
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け
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